
理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
指導者 広島市立○○小学校 

 教諭  ○○ ○○ 
 
１ 期間・場所 平成 30年○月○日～○月○日 第５学年教室 
 
２ 学年・学級 第５学年○組 
 
３ 単元名   「電流が生み出す力」 
 
４ 指導にあたって 
⑴ 本単元は，第４学年「A（３）電気の働き」の学習を踏まえて，「エネルギー」についての基本的
な見方や概念を柱とした内容のうち，「エネルギーの変換と保存」にかかわるものであり，第６学年
「A（４）電気の利用」の学習につながるものである。ここでは，電磁石の導線に電流を流し，電磁
石の強さの変化について興味・関心をもって追究する活動を通して，電流の働きについて条件を制
御して調べる能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，電流の働きについての見方や
考え方をもつことができるようにすることがねらいである。また，身の回りでは様々な電磁石が利
用されていることを生活と関連させて取り上げたり，調べたりする活動を通して，身近な生活に電
磁石が活用されていることに気付くことができるようにすることもねらいである。特に，条件を制
御して調べる能力は，第５学年で中心的に育成するものであり，問題解決の過程の中で育まれると
小学校学習指導要領に示されている。本単元は，磁石の性質や電気の働き等の既習事項を生かして
予想や仮説を発想することが容易なため，問題解決に見通しをもって実験や考察を進めることがで
きる。従って，問題解決の過程を意識し，条件を制御して調べる能力を育成することに適した単元
である。 

⑵ 指導にあたっては，実験方法を考える際に，変える条件と同じにする条件を考える場面を設定す
るとともに，条件を制御する大切さを伝え，条件を制御して調べる能力の育成を図りたい。また，
問題解決の過程を意識させるために，フローチャートを取り入れたワークシートを活用し，問題解
決の流れを可視化することで，問題の解決には手順があることに気付かせたい。さらに，理科の学
習と生活をつなげるために，身の回りでは，様々な電磁石が利用されていることを取り上げたり，
調べたりする活動に加え，ものづくりを通して理科の学びを深めていきたい。 

    
５ 教科の学習とプログラミング教育との関連 
 ⑴ 小学校プログラミング教育の手引き（第一版）には，プログラミング教育に係る「知識及び技能」

を子供たちに，コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができるということを体験さ
せながら，「身近な生活でコンピュータが活用されていることや，問題の解決には必要な手順があ
ることに気付くこと。」と定義している。加えて同書には，こうした「気付き」は，今後の生活にお
いてコンピュータ等を活用していく上で必要な基盤になると述べている。本単元は，電磁石を利用
した道具であるモーターを扱う。モーターは，身近な生活で活用されている道具に使われているこ
とが多く，それらはモーターの動きを制御するためにプログラミングされている。つまりこの単元
は，プログラミング教育に係る「知識及び技能」を習得させるために適切な単元であると考える。 

 ⑵ 指導にあたっては，身の回りにある電磁石を利用したものづくりをする学習にプログラミング教
育を位置付け，プログラミングを体験する学習を行う。モーターの動きを制御する２つの課題を設
定し，それらの動作を実現するために，フローチャートを取り入れたワークシートを作成，活用す
る。フローチャートを取り入れたワークシートで示された手順を基に，プログラムの改善・修正を
繰り返させることによって，「問題の解決には必要な手順があること」を実感させ，「身近な生活で
コンピュータが活用されていること」に気付かせたい。また，プログラミングの体験を通して，単
元で学んだことをさらに深く理解し，且つ今後コンピュータの働きを，よりよい人生や社会づくり
に生かそうとする態度や意識を涵養させたい。 

 
６  単元の目標 
 ⑴ 電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化について興味・関心をもって追究する活動を通

して，電流の働きについて条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらについての理解を
図り，電流の働きについての見方や考え方をもつことができるようにする。 

⑵ プログラミングの体験を通して，身近な生活でコンピュータが活用されていることや，問題の解
決には必要な手順があることに気付く。 

 
 
 
 
 
 
 



７ 単元の評価規準 
自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 
知識・理解 

・ 電磁石の導線に電
流を流したときに起
こる現象に興味・関心
をもち，自ら電流の働
きを調べようとして
いる。 

・ 電磁石の性質や働
きを使ってものづく
りをしたり，その性質
や働きを利用した物
の工夫を見直したり
しようとしている。 

・ 電磁石に電流を流
したときの電流の働
きの変化とその要因
について予想や仮説
をもち，条件に着目し
て実験を計画し，表現
している。 

・ 電磁石の強さと電
流の強さや導線の巻
数，電磁石の極の変化
と電流の向きを関連
付けて考察し，自分の
考えを表現している。 

・ 電磁石の強さの変
化を調べる工夫を
し，導線などを適切
に使って，安全で計
画的に実験やものづ
くりをしている。 

・ 電磁石の強さの変
化を調べ，その過程
や結果を定量的に記
録している。 

・ 電流の流れている
コイルは，鉄心を磁
化する働きがあり，
電流の向きが変わ
ると，電磁石の極が
変わることを理解
している。 

・ 電磁石の強さは，
電流の強さや導線
の巻数によって変
わることを理解し
ている。 

・ 身近な生活でコンピュータが活用されてい
ることや，問題の解決には必要な手順がある
ことに気付く。（プログラミング教育に係る資
質・能力「知識及び技能」） 

 
８ 指導内容の関連【Ａ 物質・エネルギー】 
 

第３学年  第４学年  第５学年  第６学年  中学校第２学年 

 

 

「磁石の性質」 
① 磁石の性質 
 
「電気の通り
道」 
① 回路につい

て 
② 通電するも

の，通電し
ないもの 

  
「電気の働き」 
 
① 直列・並列

回路 
② 電流の大き

さ 
③ 電流の向き 

  
「電流の働き」 
 
① 鉄心の磁

化，極の変
化 

② 電磁石の強
さ 

  
「電気の利用」 

 
① 発電・蓄電 
② 電気の変換 
③ 電気による

発熱 
④ 電気の利用 

  
「電流と磁界」 

 
① 電流がつく

る磁界 
② 磁界中の電

流が受ける
力 

③ 電磁誘導と
発電 

 
９ 指導計画（全 12 時間） 

次 時 学習内容 
 評価規準 

関 思 技 知 主たる評価規準 評価方法 

一 

１ 
・ 
２ 
 

○ 第３・４学年で学習した，
電気の性質や磁石の性質を振
り返る。 

○ 自分の電磁石を作り，電流
を流して電磁石の性質を確か
め，その結果を記録する。 

○ 電磁石は，コイルに電流が
流れているときに鉄芯が磁化
されることを理解する。 

   ◎ 

【知・理】 
電流の流れている

コイルは，鉄心を磁化
する働きがあること
を理解している。 

行動観察 
発言分析 
フローチャートを取り入れたワークシート  

３ 

○ 電流の向きが変わると電磁
石の極が変わることを理解す
る。    ◎ 

【知・理】 
 電流の向きが変わ
ると，電磁石の極が変
わることを理解して
いる。 

行動観察 
発言分析 
フローチャートを取り入れたワークシート  

ニ １ 

○ 電磁石を強くする方法につ
いて，これまでの学習をもと
に自分で予想し，表現する。 

○ 電磁石を強くする方法につ
いて，条件を制御しながら調
べる適切な実験方法を考え，
表現する。 

○ 電流計の使い方を知る。 

 ◎   

【思・表】 
電磁石に電流を流

したときの電流の働
きの変化とその要因
について予想や仮説
をもち，条件に着目し
て実験を計画し，表現
している。 

行動観察 
発言分析 
フローチャートを取り入れたワークシート  



 

２ 
・ 
３ 

○ 電磁石の強さは電流の強さ
に関係することを実験によっ
て確かめ，考察する。 

○ 電磁石の強さは導線の巻き
数に関係することを実験によ
って確かめ，考察する。   ○ ◎ 

【知・理】 
電磁石の強さは，電

流の強さや導線の巻
数によって変わるこ
とを理解している。 
【技能】 
電磁石の強さの変

化を調べる工夫をし，
導線などを適切に使
って，安全で計画的に
実験をしている。 

行動観察 
発言分析 
フローチャートを取り入れたワークシート  

三 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験
学
習 

１ 

○ 身の回りの道具には，電磁
石が利用されていることに気
付く。 

○ モーターの動きを制御する
ために，コンピュータやセン
サーが活用されていることを
知る。 

○ 制御するには，コンピュー
タに命令（プログラム）がされ
ていることを知る。 

  ◎ 

【プログラミング教
育に係る資質・能力
「知識及び技能」】 
身近な生活でコン

ピュータが活用され
ていることや，問題の
解決には必要な手順
があることに気付く。 

発言分析 
行動観察 
ワークシート 

２ 
・ 
３ 
本
時 

○ モーターの動きを制御する
という動作を実現するため
に，命令（プログラム）をどの
ように組み合わせればいいの
かを考える。 

○ 実際に試してみる活動を通
して動作の仕組みを児童が体
験的に捉える。 

○ 動作を自分で考えた条件に
合うように変えるためには，
プログラムをどう改善すれば
いいのか考えたり，実際に試
したりする。 

  ◎ 

【プログラミング教
育に係る資質・能力
「知識及び技能」】 
身近な生活でコンピ
ュータが活用されて
いることや，問題の解
決には必要な手順が
あることに気付く。 

発言分析 
行動観察 
作品分析 
フローチャートを取り入れたワークシート  

四 
１ 
・ 
２ 

○ 電磁石を利用したものづく
りをする。 

◎    

【関・意・態】 
 電磁石の性質や働
きを使ってものづく
りをしたり，その性質
や働きを利用した物
の工夫を見直したり
しようとしている。 

行動観察 
作品観察 

五 １ ○ 単元末テストを行う。      単元末テスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

１－１ 本時の実際（第一次 第１・２時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 
  ◎ 電流が流れているコイルは，鉄心を磁化する働きがあることを理解する。【知識・理解】 
 ⑶ 準備物 
  理科考える手順表（掲示用），実験キット（児童個人用），タブレット PC，大型テレビ，デジタル
ワークシート，フローチャートを取り入れたワークシート（以下ワークシートと同意とする。） 

 ⑷ 本時の展開（45分授業×２） 
学習活動 ○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ コイルについて知
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 問題を確認する。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分のコイルを作
る。 

 
 
 
 
 
 
４ 完成したコイルを使
って，３つの実験を行
う。 
① コイルを鉄に近付
けてみる。 

② コイルを鉄に近付
けてスイッチを入れ
たり，切ったりして
みる。 

③ コイルと鉄の間に
紙をはさんでコイル
を鉄に近付けてみ
る。 

 

○ エナメル線を何回もまいたものを
コイルと言います。 

○ コイルに電流を流して，鉄に近付
けるとどうなると思いますか。 

・ 鉄が付くと思います。 
・ 鉄が熱くなると思います。 
・ 何が起こるのだろう。 
○ コイルは生活の中の様々な所に使
われています。 

 
 
 
○ 電流を流したコイルに鉄を近付け
ると，どうなるか調べてみましょ
う。 

 
 
 
 
○ 理科は，考える手順に沿って学習
していきます。手順を確認しましょ
う。 

 
 
 
 
 
○ 自分のコイルを作りましょう。 
・ 巻き始めと巻き終わりがほどけな
いように気を付けよう。 

・ エナメル線は同じ向きに巻いてい
くのだね。 

・ 絡まらないように，丁寧に巻いて
いこう。 

 
○ コイルに電流を流して，鉄に近付
けてみましょう。 

○ 実験の結果はタブレット PC に入
力します。 

・ 電流を流しても鉄がくっつかな
い。 

○ もう１つ必要なものがあります。
鉄心といいます。配りますので，鉄
心をつけてもう１度鉄に近付けてみ
ましょう。 

・ 鉄がくっついた。 
○ ①の実験ができたら，②，③の実
験をしましょう。 

・ スイッチを切ると鉄が付かない。 

◇ 意欲付けをするために，エ
ナメル線を巻いたコイルを実
際に見せる。 

 
 
 
 
◇ 理科の学習と生活をつなげ
るため，身近な生活で電磁石
が使われていることを伝え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 問題解決の過程を意識させ
るため，ワークシートを配付
し，考える手順や記入の仕方
について説明する。 

◇ 問題解決の過程を視覚的に
意識させるため，「理科 考
える手順」を掲示する。 

 
◇ エナメル線が絡まないよう
に，エナメル線をエナメル線
ホルダーに巻かせる。 

◇ １人で巻くことが困難な児
童には，ペアや班で作業させ
る。 

 
 
◇ 鉄心が磁化することを気付
かせるため，始めは鉄心を配
らないようにする。 

◇ 実験の結果をタブレット
PC に入力する仕方を説明す
る。 

◇ １人で実験が困難な児童に
は，ペアで協力して実験させ
る。 

 
 
 
 
 

電流を流したコイルを鉄に近付けると，どうなるのだろうか。 



 
 
 
 
 
５ 実験結果を発表す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 電磁石について知
る。 
 
 
 
 
 
８ 本時の学習で，新た
に気付いたこと，分か
ったこと，感じたこ
と，疑問などを，ワー
クシートにまとめさせ
る。 

 
 
 
 
 
９ 次時につなげる 
 

・ 紙をはさんでも，鉄がくっつい
た。 

・ 電流を流したコイルは磁石に似て
いる。 

 
○ 実験の結果を発表しましょう。 
○ 発表された結果は，ワークシート
に書きます。 

・ 電流を流したコイルを鉄に近付け
ると，鉄が付いた。 

・ 鉄心が入っていないと，鉄がつか
なかった。 

・ スイッチを切ると，鉄が落ちた。 
・ 紙をはさんでも，鉄が付いた。 
 
○ 考察は実験の結果からわかったこ
とを書きます。 

○ 問題を振り返ります。問題は，
「電流を流したコイルを鉄に近付け
ると，どうなるのだろうか」でした
ね。問題の答えになるように考察を
ワークシートに書きましょう。 

・ 電流を流したコイルを鉄に近付け
ると，鉄を引き付けた。 

・ 鉄心を入れて電流を流さないと，
コイルは鉄を引き付けない。 

・ 電流を流したコイルは，はなれて
いても鉄を引き付ける。 

 
 
○ 電流を流したコイルを鉄に近付け
ると，鉄を引き付けるようになる。
これを電磁石と言います。 

○ 結論は，考察をまとめたもので
す。結論をワークシートに書きまし
ょう。 

 
○ まとめは，今日の学習全体を通し
て，気付いたことや分かったこと，
感じたこと，疑問などを書きます。
ワークシートにまとめをしましょ
う。 

・ 電流を流したコイルに鉄を近付け
ると，鉄を引き付けるようになるも
のを電磁石ということが分かった。 

・ 電磁石は磁石と同じ性質をもって
いるのだろうか。 

 
○ 電磁石は磁石に似ています。電磁
石が磁石だとしたら，電磁石の性質
は磁石と同じなのでしょうか。 

○ 次回は電磁石と磁石の性質を比べ
てみましょう。 

 
 
 
 
 
◇ 理科の用語を正しく理解さ
せるため，「鉄が付く」と言
う言葉が，理科では「鉄を引
き付ける」になることを知ら
せる。 

◇ 磁石の性質と関連付けさせ
るため，３年生で学んだ磁石
の学習を想起させる。 

 
 
◇ 問題に対する答えとなるよ
うにするため，問題を再確認
させる。 

◇ 考察が書けない児童には，
実験の結果を基に，問題の答
えを書くように声かけを行
う。 

 
【知識・理解】 
電流が流れているコイル

は，鉄心を磁化する働きがあ
ることを理解している。（フ
ローチャートを取り入れたワー
クシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑸ 本時の評価 
 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 電流が流れているコイル

は，鉄心を磁化する働きがあ
ることを，磁石の性質と関連
付けて理解することができて
いる。 

○ ワークシートの〔考察〕の
部分に，「電流を流したコイ
ルを鉄に近付けると，鉄を引
き付けるようになる」の記述
があることに加えて，「磁石
の性質と似ている」の記述が



ある。 
B 概ね満足できる状況 ○ 電流が流れているコイル

は，鉄心を磁化する働きがあ
ることを理解している。 

○ ワークシートの〔考察〕の
部分に，「電流を流したコイ
ルを鉄に近付けると，鉄を引
き付けるようになる」の記述
がある。 

C 努力を要する状況とその児
童への手立て 

○ 実験の結果を基に，問題の
答えを書くよう，全体指導及
び個別に声かけを行う。 

○ 考察することができない。 

 
 ⑹ 本時の板書計画 
○/○  電流が生み出す力 
 
    問題 

電流を流したコイルに鉄を近付けると，どうなるのだろうか。 
                
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆コイルとは 

エナメル線を何回もまい

たものをコイルという。 

 

 

実験方法今日の学習の手順 
 
① １人１個 100 回巻きのコイルを作

る。 
↓ 

② ３つの実験を行う。 
↓ 

③ 結果をタブレット PC に入力する。 
↓ 

④ 結果を発表する。 
↓ 

⑤ 考察する。 
↓ 

⑥ 結論をまとめる。 

結果 
・ 電流を流したコイルを鉄に近付ける
と，鉄が付いた。 

・ 鉄心が入っていないと，鉄がつかなか
った。 

・ スイッチを切ると，鉄が落ちた。 
・ 紙をはさんでも，鉄が付いた。 

考察 

・ 電流を流したコイルを鉄に近付ける
と，鉄を引き付けた。 

・ 鉄心を入れて電流を流さないと，コイ
ルは鉄を引き付けない。 

・ 電流を流したコイルは，はなれていて
も鉄を引き付ける。 

結論 
電流を流したコイルに鉄を近付けると，鉄
を引き付けるようになる。←電磁石といい
ます。 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

１－２ 本時の実際（第一次 第３時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 

◎ 電流の向きが変わると，電磁石の極が変わることを理解する。【知識・理解】 
 ⑶ 準備物 
   理科考える手順表（掲示用），実験キット（児童個人用），大型テレビ，タブレット PC，デジタ

ルワークシート，フローチャートを取り入れたワークシート（以下ワークシートと同意とする。） 
 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 前時に確認した電磁石の
性質を，磁石の性質と比べ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 問題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分の予想を立てる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 実験方法を知る。 
 
 
 

○ コイルとは何でしたか。 
・ エナメル線を何回もまいたもの
です。 

○ 電磁石について前回の授業で分
かったことは何でしたか。 
⑴ コイルに電流を流すと，鉄を
引き付けるようになります。 

⑵ 鉄心を入れて電流を流さない
と，コイルは鉄を引き付けませ
ん。 

⑶ 電流を流したコイルは，はな
れていても鉄を引き付けます。 

○ 電磁石は磁石とどこが同じでし
ょうか。 

・ ⑴は，鉄を引き付けるところは
同じで，電流を流すところは違い
ます。 

・ ⑵は，磁石は鉄心を入れなくて
も鉄を引き付けたので磁石と違い
ます。 

・ ⑶は，磁石と同じです。 
○ 磁石には極がありましたね。電
磁石にも極があるのでしょうか。
今日は，電磁石には，極があるの
かどうかを調べましょう。 

 
 
 
 
 
 
○ 考える手順に沿って調べていき
ましょう。 

 
 
○ 問題に対する予想を立てます。
電磁石には磁石と同じように，極
があると思いますか。 

・ 極があると思います。理由は，磁
石と同じように鉄を引き付けたか
らです。 

・ 極はないと思います。理由は，磁
石とちがって，電池を使っているか
らです。 

 
○ 極があるかどうか，どうやって
調べますか。 

・ 方位磁針を使って調べます。 
 

◇ 理科の用語を定着させ
るため，コイル及び電磁
石の定義を想起させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 未確認の事象を発見さ
せ，問題へとつなげさせ
るため，磁石の性質と電
磁石の性質を比較し，共
通点と差異点を見つけさ
せる。  

 
 
◇ 本時の問題につなげる
ため，実際に磁石を見
せ，磁石に極があったこ
とを想起させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 問題解決の過程を意識
させるため，考える手順
の掲示物を確認する。 

 
◇ 本単元では，自分の予想
を初めてワークシートに
書くため，話型（～と思う。
なぜなら等）を示す。 

◇ 理由が書けない児童に
は，友達の発表を聞き，友
達の考えを参考にして書
いても良いことを伝える。 

 
 
◇ 実験器具の名前と使い
方を周知させるため，手順
の方位磁針の部分をカッ
コ書きにし，方位磁針の絵

電磁石には，極があるのだろうか。 



 
 
 
５ 結果を予想する。 
 
 
 
 
 
 
６ 電磁石に極があるか調べ
る実験を行う。 

 ① 電磁石の両はしに方位
磁針を置いて，電磁石に
電流を流してみる。 

 ② かん電池を逆向きにし
て，流れる電流の向きを
逆にしてみる。 

 
 
 
７ 実験結果を発表する。 
 
 
 
 
８ 考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 結論を書く。 
「電磁石には，磁石と同じ
ように，極があるが，磁石
と違って，流れる電流の向
きを逆にすると，極が入れ
かわる。」 

 
10 本時の学習で，新たに気
付いたこと，分かったこ
と，感じたことを，ワーク
シートにまとめさせる。 

 
 
 
 
11 次時につなげる。 

 
 
 
○ 予想が正しければ，どのような
結果になると思いますか。 

・ 極があれば，方位磁針の針がふ
れると思います。 

・ 極がなければ，方位磁針の針は
ふれません。 

 
○ 実験を行いましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 結果を発表しましょう。 
① 方位磁針の針がふれました。 
② 電流の向きを変えると，方位磁
針の針が逆になりました。 

 
○ 結果から分かったことを自分の
予想と比べながら，書きましょ
う。 

・ 予想と同じで，電磁石には極があ
ると分かった。磁石と同じだった。 

・ 電磁石は磁石と違って，電流の
向きを変えたら，極が逆になると
分かった。 

 
○ 分かったことをまとめましょ
う。 

 
 
 
 
 
○ 今日の学習をふりかえります。 
・ 電磁石は鉄を引き付けるので，始
めは磁石と同じだと思っていたけ
ど，磁石とはちがう部分があること
が分かった。 

・ ほかに磁石とちがうところはな
いのかなと疑問に思った。 

 
○ 他に磁石の性質とちがうところ
はあるのかな。次回はそこを調べ
ましょう。 

図をコイルの絵図に加え
てかかせる。 

 
◇ 実験に見通しをもたせ，
目的をもって行わせるた
めに，結果の予想を発表さ
せる。 

 
 
 
◇ 電磁石のＮ極やＳ極を
見付けさせるため，方位磁
針の針の動きや向きに着
目して観察するよう声か
けをする。 

◇ 電磁石の極が磁石とち
がうことを気付かせるた
め，電流の向きを逆にする
実験をさせ，極の変化を観
察させる。 

 
 
 
 
 
 
◇ 予想と関連付けて考え
させるため，話型（予想と
同じで，予想とちがって）
を示す。 

◇ 考察が書けない児童に
は，実験をふり返るように
個別に声かけをする。 

 
 
【知識・理解】 
電流の向きが変わると，電

磁石の極が変わることを理
解している。（フローチャー
トを取り入れたワークシー
ト） 
 
 

 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 電流の向きが変わると，電

磁石の極が変わることを，電
磁石と磁石の共通点や差異点
として的確に理解している。 

○ ワークシートの〔考察〕の部分
に，「磁石と同じで」，「磁石とちが
って」の記述とともに，「電磁石に
は極があるが，流れる電流の向き
を逆にすると，極が入れかわる。」
の記述がある。 



B 概ね満足できる状況 ○ 電流の向きが変わると，電
磁石の極が変わることを理解
している。 

○ ワークシートの〔考察〕の部分
に，「電磁石には極があるが，流
れる電流の向きを逆にすると，極
が入れかわる。」の記述がある。 

C 努力を要する状況と 
その児童への手立て 

○ 結果の予想と実験結果を振
り返らせ，どのような結果に
なればどのようなことが分か
るのか，再度確認させる。 

○ 考察が書けない。  
 

 
⑹ 本時の板書計画 
○/○  電流が生み出す力 
 
    問題 

電磁石には，極があるのだろうか。 
                
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

結果 

① 方位磁針の針がふれた。 

② 電流の向きを変えると，方位磁針の針が逆になった。 

考察 

・ 予想と同じで，電磁石には極があると分かった。磁石と

同じだった。 

・ 電磁石は磁石と違って，電流の向きを変えたら，極が

逆になると分かった。 

 

予想 

極があると思う。 ○人 

極はないと思う。 ○人 

 

 

結果の予想 

・ 極があれば，方位磁針の針がふれる。 

・ 極がなければ，方位磁針の針はふれな

い。 

結論 

電磁石には，磁石と同じように，極があるが，磁石と

違って，流れる電流の向きを逆にすると，極が入れかわ

る。 

ふり返ろう 

⑴ コイルに電流を流すと，鉄を引き付けるようになります。 

    磁石とちがう         磁石と同じ 

⑵ 鉄心を入れて電流を流さないと，コイルは鉄を引き付けない。←磁石とちがう 

⑶ 電流を流したコイルは，はなれていても鉄を引き付けます。←磁石と同じ 

 

実験方法 

 ① 電磁石の両はしに（方位磁針）を置いて，

電磁石に電流を流してみる。 

 ② かん電池を逆向きにして，流れる電流の向

きを逆にしてみる。 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

２－１ 本時の実際（第二次 第１時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 
  ◎ 電磁石に電流を流したときの電流の働きの変化とその要因について予想や仮説をもち，条件

に着目して実験を計画し，表現することができる。【思考・表現】 
 ⑶ 準備物 
   実験キット，掲示物（理科考える手順），電流計，大型テレビ，フローチャートを取り入れたワ

ークシート（以下ワークシートと同意とする。） 
 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 強力電磁石の様子を見
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 問題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予想を立てる。 
 ⑴ 乾電池の数を多くす
る。 
  →流れる電流を強くす
る。 
 ⑵ コイルの巻数を増や
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 実験方法を考える。 
 ⑴ 電流の強さを強くす

る。 
 
 
 
 
 
 

○ 強力電磁石に電流を流してみま
す。どれぐらい強力なのでしょう
か。 

○ 先生と引っ張り合いをしてみま
しょう。 

・ 引っ張ってもくっついてはなれ
ない。 

・ すごい。 
○ 君たちの電磁石も，持っている
ものを工夫することで，鉄を引き
付ける力を強くすることができま
す。では，どのようにしたら鉄を
引き付ける力が強くなるのか調べ
てみましょう。 

 
 
 
 
 
 
○ 考える手順に沿って調べていき
ましょう。 

 
 
○ どのようにしたら強くなると思
いますか。 

・ 流れる電流の大きさを大きくす
ると，電磁石の鉄を引き付ける力
は強くなると思います。理由は，４
年生のとき，電池を直列につなぐ
とモーターは速く回ったからで
す。 

・ コイルの巻数を多くすると，電磁
石の鉄を引き付ける力は強くなる
と思います。理由は，多く巻くとコ
イルの太さが太くなり，鉄を引き
付ける力が強くなると思ったから
です。 

 
○ まず，電流の強さを強くする場
合の実験方法について考えていき
ましょう。 

・ ２つのことを比べて実験すると
きには，変える条件と同じにする
条件を決めて実験しないと，調べ
たいことがわからなかったね。 

・ 電流の強さを調べるから，変え
る条件は電流の強さだ。 

◇ 電磁石の強さを実感させ
るため，強力電磁石を引っ
張らせる。その際は，転ん
でしまわないように注意す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 問題解決の過程を意識さ
せるため，考える手順の掲
示物を確認する。 

 
◇ 乾電池の数を多くするこ
とと，電流の強さを強くす
ることが同じ意味であるこ
とを確認する。 

◇ 予想が困難な児童には，
教科書 P.139 の吹き出しを
参考にさせる。 

◇ 自分の予想と友達の予想
を比べさせるため，ペアで
話し合う時間を設ける。 

 
 
 
 
 
◇ 自分が予想していない条
件の実験についても，結果
だけを知るのではなく，自
分で検証し，実感の伴った
理解にさせるため，全員両
方の実験方法を考え，実験
させる。 

◇ 条件を制御する能力を育
むため，「発芽と成長」や

電磁石は，どのようにしたら鉄を引き付ける力が強くなるのだろうか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵ コイルの巻数を多くす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
５ 結果を予想する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 実験の注意点を確認す
る。 
 ⑴ ペアで実験を行うこ

と。 
 ⑵ 実験はそれぞれ５回ず

つ行い，平均を求めるこ
と。 

 ⑶ 鉄くぎは容器の中に入
れ，その中にコイルを挿
し込み，3秒待つ。その
後ゆっくり持ち上げ，付
いた鉄くぎをはずして数
を数えること。 

  
７ 次時につなげる。 
 

・ 乾電池２個を直列つなぎにする
と電流が強くなるね。 

・ コイルの巻数は同じにするよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 次にコイルの巻数を多くする場
合の実験方法を考えていきましょ
う。 

・ 変える条件は，コイルの巻数だ
ね。100 回巻きと 200 回巻きで調
べよう。 

・ 同じにする条件は電流の強さ
だ。エナメル線の長さもそろえな
いといけないね。 

 
○ 予想が正しければ，どのような
結果になると思いますか。 

・ 電流の強さを強くするときは，電
池１個の方よりも電池２個の方
が，鉄くぎを多く引き付けると思
う。 

・ コイルの巻数を多くするときは，
100 回巻きの方よりも 200 回巻き
の方が，鉄くぎを多く引き付ける
と思う。 

 
 
 
○ 実験の注意点を確認します。 
・ ペアで協力しよう。 
・ ぼくは，コイルの巻数を調べる
回路を作るよ。 

・ 私は，電磁石の強さを調べる回
路を作るね。 

・ 回路に電流が通るか確認しよ
う。 
 
 
 
 
 
 
○ 次回は，今日考えた実験を行い
ます。 

「振り子」，「花から実へ」
の学習を想起させ，比較実
験の際には，調べたいこと
以外の条件は同じにしてお
く必要性を確認する。 

◇ 条件を制御するという考
え方を養うため，エナメル
線の長さに着目させ，エナ
メル線の長さも同じにして
おく必要性を確認する。 

 
◇ 条件を制御して，実験方
法を考えられない児童に
は，電流の強さを強くする
実験方法を参考にさせる。 

◇ 実験方法を全体で把握す
るため，個人で考えた実験
方法を発表させる。 

 
 
 
◇ 実験に見通しをもたせ，
目的をもって行わせるため
に，結果の予想を発表させ
る。 

 
【思考・表現】 
電磁石に電流を流したとき

の変化とその要因について予
想や仮説をもち，条件に着目
して実験を計画し，表現して
いる。（フローチャートを取
り入れたワークシート） 
 
◇ 実験に見通しをもたせる
ため，手順を確認する。ま
た，役割分担を決めさせ，
実験準備やリハーサルをさ
せる。 

◇ ペアがいない児童や，協
力が困難な児童には，３人
以上のグループにしたり，
教師がついたりする。 

 
 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 電磁石に電流を流したとき

の電流の働きの変化とその要
因について根拠がある予想や
仮説をもち，条件に着目して
整理しながら，実験を適切に
計画し，表現している。 

○ ワークシートの〔予想〕
に，自分の予想を，根拠を添
えて記述している。 

○ ワークシートの〔実験方
法〕の「変える条件」及び
「同じにする条件」を自ら考
えて書くことができ，実験方
法や手順を自ら考え，絵や文



で表現できている。 
B 概ね満足できる状況 ○ 電磁石に電流を流したとき

の電流の働きの変化とその要
因について予想や仮説をも
ち，条件に着目して実験を計
画し，表現している。 

○ ワークシートの〔予想〕
に，自分の予想を記述してい
る。 

○ ワークシートの〔実験方
法〕の「変える条件」及び
「同じにする条件」を書くこ
とができ，実験方法を絵で表
現できている。 

C 努力を要する状況とその児
童への手立て 

○ ペアで話し合う時間を設け
る 
○ 教科書 P.139 の吹き出しを
参考にさせる。 

○ 予想することができない。 
○ 実験方法を考えられない。 

 
 ⑹ 本時の板書計画 
○/○ 電流が生み出す力 
 
   問題 

電磁石は，どのようにしたら鉄を引き付ける力が強くなるのだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結果の予想 

・ ⑴のときは，電池１個の方

よりも電池２個の方が，鉄く

ぎを多く引き付けると思う。 

・ ⑵のときは，100 回巻きの方

よりも 200 回巻きの方が，鉄

くぎを多く引き付けると思

う。 

予想 

・ 乾電池の数を増やす。 

 →電流を強くする。 

○人 

・ コイルの巻数を増やす。 

○人 

実験方法  

 

⑴ 電流の強さを強くする ⑵ コイルの巻数を増やす 

変える条件 同じにする条件 変える条件 同じにする条件 

電流の強さ コイルの巻数 

エナメル線の長さ 

コイルの巻数 電流の強さ 

エナメル線の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

手順  

① 100 回巻きのコイルを使って回路を作る。 

② 電磁石を引き付ける鉄くぎの数を数える。 

③ 乾電池 2 個を直列つなぎにして，電磁石を引き

付ける鉄くぎの数を数える。 

 

 

 

 

 

 

 

手順 

① 100 回巻きのコイルを使って回路を作る。 

② 電磁石を引き付ける鉄くぎの数を数える。 

③ 200 回巻きの電磁石を使って，電磁石を引き付

ける鉄くぎの数を数える。 

 

  

実験の注意点 

 ⑴ 2 人ペアで実験を行

うこと。 

 ⑵ 実験はそれぞれ５回

ずつ行い，平均を求め

ること。 

 ⑶ 鉄くぎは容器の中に

入れ，その中にコイル

を挿し込み，3 秒待

つ。その後ゆっくり持

ち上げ，付いた鉄くぎ

をはずして数を数える

こと。 

※理科 考える手順 

（教室掲示板に掲示） 

 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

２－２ 本時の実際（第二次 第２・３時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 
  ◎ 電磁石の強さは，電流の強さやエナメル線の巻数によって変わることを理解することができ

る。 
【知識・理解】 

  ○ 電磁石の強さの変化を調べる工夫をし，エナメル線などを適切に使って，安全で計画的に実験
することができる。【技能】 

 ⑶ 準備物 
   実験キット，電流計，タブレット PC，教師用 PC，大型テレビ，掲示物（考える手順），フローチ

ャートを取り入れたワークシート（以下ワークシートと同意とする。） 
 ⑷ 本時の展開（45分授業×２） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 前時の学習をふり返り，問
題を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 電流計の使い方を知る。 
 ⑴ 電流計の+端子に，乾電

池の＋極側の導線をつな
ぐ。 

 ⑵ 一番強い電流がはかれる
５Aの－端子に，乾電池の
－極側の導線をつなぐ。 

 ⑶ スイッチを入れて，電流
計のはりがさす目盛りを正
面から読み取る。 

 ⑷ 目盛りが 0.5A より小さ
いときは，500ｍAの－端子
につなぎかえて，読み取
る。 

 
３ 実験を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 結果を書く。 
 

○ 問題を確認しましょう。 
 
 
 
 
 
○ 前回確認した実験方法をふ
り返りましょう。 

・ 調べることは，電流の強さ
とコイルの巻数だったよ。 

・ 調べたいこと以外の条件は
同じにしておくんだったね。 

 
○ つなぎ方や目盛りの読み
方，単位を学習しましょう。 

・ 単位はアンペアといって，A
と書くんだね。 

・ －端子は始め５Aにつなぐの
か。 

・ 目盛りは 1.2A だね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 回路の準備ができたら実験
を始めましょう。 

・ 予想通り，乾電池２個の方
に鉄くぎがたくさん付いた
よ。 

・ 乾電池２個の方は，電流の
強さは 1.5A だ。乾電池１個の
時は 0.8A だったから，確かに
強くなっているね。 

・ 200 回巻きのコイルの方に鉄
くぎがたくさん付いた。 

 
 
 
 
○ 全体の結果のグラフから，
平均値を読み取りましょう。 

 
 
 
 
 
 
◇ 実験の目的意識を持たせ
るため，予想，実験方法等
を確認する。 

◇ 問題解決の過程を意識さ
せるため，考える手順の掲
示物を確認する。 

 
◇ 実験器具の技能を身に付
けさせるため，実物を見せ
ながら説明する。 

◇ 回路に正しくつなげさせ
るため，黒板に正しい回路
の図を提示して，確認させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 安全のため，実験 1回毎
にスイッチを切らせる。 

◇ 安全に実験を行うため，
ショート回路になっていな
いか確認する。また，実験
の仕方や注意点を確認す
る。 

 
【技能】 
電磁石の強さの変化を調べ

る工夫をし，エナメル線など
を適切に使って，安全で計画
的に実験することができる。
（行動観察） 
 
◇ 全体の結果を視覚的に把
握するために，乾電池 1個

電磁石は，どのようにしたら鉄を引き付ける力が強くなるのだろうか。 



 
５ 考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 結論をまとめる。 
 「電磁石は，流れる電流を強
くしたり，コイルの巻数を増
やしたりすると，鉄を引き付
ける力が強くなる。」 

 
 
７ 電磁石と磁石の性質を確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
８ 本時の学習で，新たに気付
いたこと，分かったこと，感
じたことを，ワークシートに
まとめさせる。 

 
 
 
 
９ 考える手順についてふり返
る。 

 
 
 
 
 
10 次時につなげる。 

 
○ 全体の結果のグラフや数値
を見て，結果から分かったこ
とを書きましょう。 

・ 電流を強くすると，電磁石の
鉄を引き付ける力は強くなる
と分かった。 

・ コイルの巻数を多くする
と，電磁石の鉄を引き付ける
力は強くなると分かった。 

 
○ 分かったことをまとめまし
ょう。 

 
 
 
 
 
○ 電磁石と磁石の似ていると
ころとちがう所を確認しまし
ょう。 

・ 鉄を引き付けるところは磁
石と似ていたね。 

・ 極が入れかわるのは，磁石
と違うね 

・ 電流の強さを変えられると
ころは，磁石と違うね。 

 
○ 今日の学習をふり返りま
す。 

・ 電磁石は，鉄を引き付ける力
を強くすることができるので，
すごいと思った。 

・ 電磁石はどのようなところ
で使われているのだろう。 

 
○ 考える手順についてふり返
りましょう。 

・ 結果から分かったことを書
くことができた。 

・ 理科の学習には，考える手
順があることが分かった。 

 
○ 学習に入る前に，電磁石は
身近な生活の中で活用されて
いると伝えました。では，電
磁石を利用した道具にはどん
なものがあるのでしょうか。
次の時間に調べましょう。 

と２個の実験結果のグラフ
と，コイルの巻数 100 回巻
きと 200 回巻きの実験結果
のグラフを大型テレビに提
示し，それを見て結果を書
き，考察させる。 

◇ 考察が書けない児童に
は，もう１度実験させ，電
磁石の強さが異なることを
確認させる。 

 
【知識・理解】 
電磁石の強さは，電流の強

さやエナメル線の巻数によっ
て変わることを理解してい
る。（フローチャートを取り入
れたワークシート） 
 
◇ 視覚的に把握させるた
め，大型テレビに，電磁石
の性質と磁石の性質を比較
した表を提示する。また，
教科書Ｐ．143 の表も確認
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 問題解決の過程が身に付
いたかどうかを確認するた
め，考える手順を再度確認
させ，学習全体を通しての
学びついても書くよう指示
する。 

 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 電磁石の強さは，電流の強

さやエナメル線の巻数によっ
て変わることを自分の予想と
比較しながら理解している。 

○ ワークシートの〔考察〕の
部分に，「予想と同じで」や
「予想と違って」の記述があ
り，且つ「電磁石は，流れる
電流を強くしたり，コイルの
巻数を増やしたりすると，鉄
を引き付ける力が強くな
る。」の記述がある。 

B 概ね満足できる状況 ○ 電磁石の強さは，電流の強
さやエナメル線の巻数によっ

○ ワークシートの〔考察〕の
部分に，「電磁石は，流れる



て変わることを理解してい
る。 

電流を強くしたり，コイルの
巻数を増やしたりすると，鉄
を引き付ける力が強くな
る。」の記述がある。 

C 努力を要する状況とその児
童への手立て 

○ もう１度実験させ，電磁石
の強さが異なることを確認さ
せる。 

○ 考察が書けていない。 

 
⑹ 本時の板書計画 
○/○ 電流が生み出す力 
 
   問題 

電磁石は，どのようにしたら鉄を引き付ける力が強くなるのだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考察  

・ 電流を強くする

と，電磁石の鉄を引

き付ける力は強くな

る。 

・ コイルの巻数を多

くすると，電磁石の

鉄を引き付ける力は

強くなる。 

☆ 電流計の使い方 

単位はアンペア（A） 

⑴ 電流計の+たんしに，乾電池の＋極側

の導線をつなぐ。 

⑵ 一番強い電流がはかれる５A の－たん

しに，乾電池の－極側の導線をつな

ぐ。 

⑶ スイッチを入れて，電流計のはりがさ

す目盛りを正面から読み取る。 

 ⑷ 目盛りが 0.5A より小さいときは，

500ｍA の－たんしにつなぎかえて，

読み取る。 

 

  

⑴ 電流の強さを強くする 
  

 

⑵ コイルの巻数を増やす 

○人  ○人 

乾電池１個

(0.8A) 

乾電池２個

(1.5A) 

 

100 回巻き 

(0.8A) 

200 回巻き 

(0.8A) 

約７個 約 14 個 約７個 約 14 個 

 

※理科 考える手順 

（教室掲示板に掲示） 

 

※電磁石の性質と磁石の性質を比較した表（大型テレビで掲示） 

 

予想 

結果 

  

電流計のつなぎ方 

結論 

電磁石は，流れる電流を

強くしたり，コイルの巻

数を増やしたりすると，

鉄を引き付ける力が強

くなる。 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

３－１ 本時の実際（第三次 第１時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 

◎ 身近な生活でコンピュータが活用されていることに気付くことができる。 
【プログラミングに係る資質・能力「知識及び技能」】 

 ⑶ 準備物 
   掲示資料（理科考える手順，モーター・コンピュータ・センサーのカード），ワークシート，大型

テレビ，タブレット PC，教師用 PC，事前アンケート 
 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方

法） 
１ 事前アンケートを行う。 
 
 
 
２ お掃除ロボットを見て，
電磁石やモーターが使われ
ていることを知り，お掃除
ロボットの動きが一律でな
いことに気付く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 問題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 電磁石やモーターを活用
した道具には，動きを操る
ためにどのような工夫があ
るのか考え，発表する。 

 
 
 
 
５ 身の回りには，電磁石や
モーターの動きを操るため
にコンピュータが活用され
ており，プログラミングさ
れていることを知る。 

  
 

 
 
 
 
○ みなさんの身の回りには電磁石を
活用した道具がたくさんあります。
その中の１つにモーターがありま
す。モーターの仕組みを見てみまし
ょう。 

 
○ お掃除ロボットは電磁石やモータ
ーを使って動いています。お掃除ロ
ボットの中や動きを見てみましょ
う。 

・ モーターが本当にあるね。 
・ モーターはタイヤに付いてるね。 
 
○ お掃除ロボットは，様々な動きを
しています。どんな動きをするか見
てみましょう。 

・ 壁にあたったら，バックするね。 
・ 壁にあたると，向きを変えるんだ
ね。 

 
○ 電磁石やモーターの動きを操っ
て，様々な動きをするためには，ど
のような工夫がされているのでしょ
うか。 

 
 
 
 
○ 調べた電磁石やモーターを活用し
た道具には，動きを操るためにどの
ような工夫があるのでしょうか。 

・ コンピュータみたいなものが付い
ている。 

・ センサーっていうものが付いてい
るよ。 

 
○ 電磁石やモーターを操るために，
電磁石やモーターに，センサーやコ
ンピュータをつなげ，コンピュータ
に人が命令（プログラム）を与えて
います。 

○ コンピュータに人が命令（プログ
ラム）を与えることをプログラミン

◇ プログラミングに係
る児童の実態を把握す
るため，事前テストを
行う。 

 
◇ 視覚的に理解させる
ため，モーターの仕組
みを，ICT を使って説
明する。 

 
◇ お掃除ロボットに電
磁石やモーターが使わ
れていることを確認さ
せるため，ICT を活用
し，内部構造を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 視覚的にセンサーや
コンピュータがあるこ
とに気付かせるため，
お掃除ロボットの内部
構造を大型テレビに提
示する。 

 
 
◇ 視覚的にコンピュー
タの活用を理解させる
ため，モーター・コン
ピュータ・センサーの
カードを使い，図式化
して説明する。 

 

身の回りにある電磁石やモーターを活用した道具には，どのような工夫がされているのだろうか。 

 



 
 
６ 電磁石やモーターの動き
を操るために，コンピュー
タが活用されている道具を
インターネットで調べ，発
表する。 

 ⑴ 家庭生活で活用されて
いるもの 

 （例）扇風機，掃除機，お
掃除ロボット，洗濯機，
DVD，電子レンジ，スマ
ホ，エアコン，冷蔵庫，
PC，電気自動車など 

 
 ⑵ 家庭以外で活用されて

いるもの 
 （例）フォークリフト，観

覧車，エレベーター，エ
スカレーター，電車など 

 
７ 結論を書く。 
 
 
 
 
 
 
 
８ 本時の学習で，新たに気
付いたこと，分かったこ
と，感じたことを，ワーク
シートに書く。 

 
 
 
９ 次時につなげる。 
 

グといいます。 
 
○ お掃除ロボットの他に，電磁石や
モーターの動きを操るために，コン
ピュータが活用されている道具は，
どのようなものがあるのか調べまし
ょう。 

・ 扇風機 
・ 電子レンジ 
・ スマホ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 結論を書きましょう。 
・ 身の回りにある電磁石やモーター
を活用した道具には，電磁石やモー
ターの動きを操るために，センサー
やコンピュータが活用されていて，
コンピュータに人が命令（プログラ
ム）を与える工夫がされている。 

 
○ 今日の学習を振り返りましょう。 
・ 身の回りにある電磁石やモーターを
活用した道具には，コンピュータが活
用されているなんて知らなかった。 

・ 私たちもプログラミングすることが
できるのかな。 

 
○ 次の学習は，お掃除ロボットにプ
ログラミングをしてみましょう。 

 

 
 
◇ 家庭以外で活用され
ているものを調べるこ
とで，公共の場所でも
電磁石やモーターの動
きを操るために，コン
ピュータが活用されて
いることに気付かせ
る。 

◇ コンピュータの活用
が生活を便利にしてい
ることを気付かせるた
め，コンピュータが活
用されていない場面を
想像させる。 

 
 
 
 
 
【プログラミングに係る
資質・能力「知識及び技
能」】 
身近な生活でコンピュー
タが活用されていること
に気付いている。（ワー
クシート） 
 

 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 身近な生活でコンピュータ

が活用されていることに気付
くとともに，生活が便利にな
っていることにも気付いてい
る。 

○ Ｂに加え，「生活が便利に
なっている」等の記述があ
る。  

B 概ね満足できる状況 ○ 身近な生活でコンピュータ
が活用されていることに気付
いている。 

○ ワークシートの結論の欄
に，「身の回りにある電磁石
やモーターを活用した道具に
は，電磁石やモーターの動き
を操るために，センサーやコ
ンピュータが活用されてい
て，コンピュータに人が命令
（プログラム）を与える工夫
がされている。」等の記述が
ある。 

C 努力を要する状況とその児
童への手立て 

○ 基本となる文章の型を示す。 
○ ワークシートのキーワードとなる部分に線を引いて注目させ
る。 

○ 個別に声かけを行う。 
 



⑹ 本時の板書計画 
 

○/○  電流が生み出す力 

 

    問題 

身の回りにある電磁石やモーターを活用した道具には，どのような工夫がされているのだろうか。 

☆モーターとは 

 

 

 

 

 

 

電磁石の性質（電磁石と磁石が引

き付けあう力や退け合う力）を活

用して回転する道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電磁石やモーターの動きを操るため 

 

 

 

 

 

 

電磁石やモーターの動きを操るために，コ

ンピュータが活用されている道具 

家庭生活 

・ 扇風機 ・電子レンジ 

・ 掃除機 ・スマホ 

・ 洗濯機 ・エアコン 

・ 自動車 ・お掃除ロボット 

 

家庭以外 

・観覧車     ・コピー機 

・エレベーター  ・自動販売機 

・エスカレーター ・電車・遮断機 

・電車       

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※理科 考える手順 

（教室掲示板に掲示） 

 

モーターの写真 

身の回りにある電磁石やモーターを活用した道具に
は，電磁石やモーターの動きを操るために，センサーや
コンピュータが活用されていて，コンピュータに人が命
令（プログラム）を与える工夫がされている。 

結論 

 

 

 

 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

３－２ 本時の実際（第三次 第２・３時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 

◎ 問題の解決には手順があることに気付くことができる。 
【プログラミングに係る資質・能力「知識及び技能」】 

 ⑶ 準備物 
   フローチャートを取り入れたワークシート（以下ワークシート），大型テレビ，タブレット PC，

教師用 PC，スクラッチスクリプトファイル（児童用），教師提示見本用スクラッチスクリプトファ
イル，掲示用資料（予想掲示用スクリプト図，基本となるプログラムの図，理科考える手順） 

 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 前時をふり返り，問
題を確認する。 

 
 
 
 
 
２ プログラミングの仕
方や手順を再度確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ お掃除ロボットに掃
除させるためにどのよ
うな動きをさせたいか
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ プログラミングを行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ みなさんも，お掃除ロボットを，
プログラミングで操ってみましょ
う。 

 
 
 
 
○ スクラッチの使い方を確認しまし
ょう。 

・ ファイルはダブルクリックしたら
開くんだったね。 

・ ブロックはドラッグすると動かせ
るね。 

・ ブロックはくっつけて使うんだ
ね。 

・ ブロックを離すときは，下から順
に離していくんだね。 

・ 旗マークを押すと動き始めるんだ
ね。 

・ 10 歩動くのブロックは，こう動
くんだね。 

・ ずっとのブロックを使うと，止ま
らずに動くんだね。 

 
○ 動きを予想しましょう。 
・ 端にあるゴミは，どのようにした
ら取れるだろうか。 

・ 端で回転させたら取れそうだ。 
・ 何度回転させれば良いだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ お掃除ロボットに掃除をさせるプ
ログラミングをしてみましょう。自
分が予想した動きにならないとき
は，プログラムを見直しましょう。 

・ うまく動かないなあ。何が悪いの
かな。 

・ プログラムの順番に気をつけたら
動いたよ。 

・ どこを直せば，掃除ができるか
な。 

 
 
 
 
 
 
 
◇ スクラッチの基本的な操作
方法を確認させるため，スク
リプトの開き方，ブロックの
操作の仕方，ブロックの動き
を，全員で行う。 

◇ ブロックの動きを確認させ
るため，プログラミングの３
要素を理解することができる
簡単なプログラムを全員で作
る。 

 
 
 
 
 
 
 
◇ 問題解決の過程を意識させ
るため，考える手順の掲示物
を確認する。 

◇ ワークシートのどの部分を
書くのか把握させるために，
ワークシートを実物投影機に
掲示して説明する。 

◇ 自分がさせたい動きを可視
化させるため，ワークシート
のスクラッチの画面の図に，
予想される動きを矢印で書か
せる。 

 
◇ 動きの見通しをもたせるた
め，動きの見本を見せる。 

◇ 友達と自分が作ったプログ
ラムを共有したり，比較した
りさせるため，ペアでプログ
ラミングさせる。 

 
 
 
 

 お掃除ロボットに，どのようにプログラミングをしたら，掃除させることができるのだろうか。 



 
５ 結果を書く。 
 
 
６ 考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 考察を発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 結論を書く。 
 
 
 
 
 
 
９ 本時の学習で，新た
に気付いたこと，分か
ったこと，感じたこと
を，ワークシートに書
きましょう。 

 
10 次時につなげる。 
 

 
○ お掃除ロボットの動きを矢印で書
きましょう。 

 
○ どのようなプログラミングをした
ら，掃除させることができました
か。 

・ 順序良くプログラミングしたら，
そうじをさせることができました。 

・ 理科の考える手順と同じように，
手順を考えてプログラミングした
ら，そうじをさせることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 考察を発表しましょう。 
・ 適当にプログラムを並び替えても
動かずに困ったので，並べる順番が
大切だと思いました。 

・ 友達のプログラムの並べ方と比べ
ました。友達のプログラムはすっき
りしていたので，プログラムは見直
すことが大切だと思いました。 

 
○ 結論を書きましょう。 

お掃除ロボットにお掃除をさせる
プログラミングをするときには，順
序良くプログラミングしたり，手順
を考えてプログラミングしたりする
と良い。 

 
○ 今日の学習を振り返りましょう。 
・ プログラミングは難しかったが，
プログラムの作り方や動きが分かり
ました。 

 
 
○ 次回は，電磁石の性質を活用した
ものをつくりましょう。 

 
 
 
 
◇ 理科の問題解決の過程とプ
ログラミングの手順とを関連
付けるため，理科の考える手
順を提示し，共通点はないか
確認させる。 

◇ 考察が書けない児童や，問
題に対する答えになっていな
い児童には，文章の型を示
す。 

【プログラミングに係る資質・
能力「知識及び技能」】 
問題の解決には手順があるこ

とに気付いている。（フローチャ
ートを取り入れたワークシー
ト） 

 
◇ 児童が作成したプログラム
を全体共有するため，大型テ
レビに児童の作品を提示しな
がら発表させる。 

 
 
 
 
 
 

 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ 問題の解決には手順がある

ことを，理科の問題解決の過
程との関連付けに気付いてい
る。 

○ Ｂに加えて，「理科の考え
る手順と同じように」等の記
述がある。 

B 概ね満足できる状況 ○ 問題の解決には手順がある
ことに気付いている。 

○ ワークシートの考察の欄
に，「順序良くプログラミン
グしたら，掃除をさせること
ができる。」等の記述があ
る。 

C 努力を要する状況とその児童への手立て ○ 基本となる文章の型を示す。 
○ ワークシートのキーワードとなる部分に線
を引いて注目させる。 

○ 個別に声かけを行う。 
 
 



⑹ 本時の板書計画 
 
○/○   電流が生み出す力 
 
   問題 

お掃除ロボットに，どのようにプログラミングをしたら，掃除させることができるのだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※理科 考える手順 

（教室掲示板に掲示） 

 

予想 結果 

考察 

実験方法 

 

 

 

  
・ 順序良くプログラミングしたら，そうじを
させることができる。 

・ 理科の考える手順と同じように，手順を考
えてプログラミングしたら，そうじをさせ
ることができる。 

結論 お掃除ロボットにお掃除をさせるプログラ
ミングをするときには，順序良くプログラミ
ングしたり，手順を考えてプログラミングし
たりすると良い。 

○さんの結果 ○さんの予想 

 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

４－１ 本時の実際（第四次 第１時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 
  ◎ 電磁石の性質を使ってものづくりをしたり，その性質や働きを活用した物の工夫を見直した

りしようとすることができる。【関心・意欲・態度】 
 ⑶ 準備物 
   実験キット，掲示物（電磁石の性質と磁石の性質を比較した表，コイルモーターの図），ワーク

シート 
 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 電磁石の性質をふり返
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ めあてを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
３ ものづくりを行うときの
注意点を知る。 

 ⑴ 協力して製作するこ
と。 
 ⑵ 安全に行うこと。 
 ⑶ 整理整頓をすること。 
 
 
４ コイルモーターの作り方
を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
５ コイルモーターを作る。 
 
 
 
 
 
 
６ 電磁石の性質が活用され
ていることを確認する。 

 

○ 電磁石にはどのような性質があ
りましたか。 

・ 電流を流したときだけ，中の鉄
心が鉄を引き付けるようになりま
した。 

・ 磁石と同じで，極があり，電流
の向きを逆にすると，極が入れか
わりました。 

・ 電流の強さを強くしたり，コイ
ルの巻数を多くしたりすると，電
磁石は強くなりました。 

 
○ 電磁石の性質を活用した道具の
中にモーターがありました。今日
は実際にモーターをつくって，確
かめてみましょう。 

 
 
 
 
○ ものづくりを行うときの注意点
を確かめましょう。 

・ 班で協力してつくろう。 
・ 必要がないときはスイッチを切
っておこう。 

・ 必要なものだけ机に出して，必
要ないものは片付けておこう。 

 
○ コイルモーターが回転する仕組
みを確認しましょう。 

・ 極同士が引き付け合ったり，退
け合ったりして回っているんだ
ね。 

・ コイルの端を半分削るのは，電
流が流れる部分と流れない部分に
して，極を生み出したり，なくし
たりするためなんだね。 

 
○ コイルモーターを作りましょ
う。 

・ なかなかうまく回らないなあ。
どのように工夫したら回るかな。 

・ 回った。回る仕組みがわかった
よ。 

 
○ 電磁石の性質が活用されている
ことを見つけましょう。 

・ 電流の向きを変えると逆回転す

◇ 電磁石の性質を活用し
たものづくりを意識させ
るため，電磁石の性質と
磁石の性質を比較した表
を掲示し，学習した内容
をふり返らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 安全にものづくりがで
きるようにするため，製作
上の留意点を知らせる。 

 
 
 
 
 
◇ ものづくりの見通しや
意欲をもたせるため，実験
キットの完成図を見せる。  

◇ コイルモーターのどの
部分に電磁石の性質が使
われているのかを確認す
るため，コイルモーターの
図を掲示する。 

 
 
◇ 一人で製作することが
困難な児童は，ペアで製
作させる。 

 
 
 
 
◇ 電磁石の性質や働きを
活用した物の工夫の見直
しをさせるため，電流の向

コイルモーターから，電磁石の性質が活用されていることを見つけよう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ まとめる。 
 
 
 
 
８ 本時の学習で，新たに気
付いたこと，分かったこ
と，感じたことを，ワーク
シートに書く。 

 
 
９ 次時へつなげる。 

るので，確かに極が入れかわって
いる。 

・ 乾電池の数を増やすと，電流の
強さが強くなり，速く回った。 

・ コイルの巻き数を変えたら，確
かに速く回ったよ。 

 
 
 
 
 
○ 今日の学習をまとめましょう。 
・ コイルモーターから，電磁石の
性質が活用されていることを見つ
けることができました。 

 
○ 今日の学習を振り返りましょ
う。 
・ コイルモーターが電磁石の性質
を活用した道具だということが分
かりました。 

 
○ 次の時間は，モーターを使った
フットサルロボを作りましょう。 

きを変えたり，電流を大き
くしたりして，動きの変化
を確認させる。 

【関心・意欲・態度】 
電磁石の性質を使っても

のづくりをしたり，その性質
や働きを活用した物の工夫
を見直したりしようとする
ことができる。（ワークシー
ト） 
 
 
 

 
⑸ 本時の評価 

区分 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ Ｂに加えて，動きを説明す

ることができている。 
○ Ｂに加え，ワークシートの
表に動きを説明することがで
きている。 

B 概ね満足できる状況 ○ 電磁石の性質を活用したも
のづくりをしたり，その性質
や働きを活用した物の工夫を
見直したりしようとしてい
る。 

○ 作成したコイルモーターか
ら，電磁石の性質を確かめる
ことができている。 

C 努力を要する状況の児童へ
の手立て 

○ ペアで協力して，製作させる。 
○ 個別指導を行う。 

 
 ⑹ 本時の板書計画 
○/○ 電流が生み出す力 
 
   めあて 

コイルモーターから，電磁石の性質が活用されていることを見つけよう。  
 
   ふり返ろう 

電磁石  磁石 

電流が流れていると

きだけ，鉄を引き付

ける力がある。 

鉄を引き付けるとき 常に，鉄を引き付け

る力がある。 

N 極と S 極がある。 N 極と S 極 N 極と S 極がある。 

電流の向きを逆にす

ると，極が入れかわ

る。 

極の入れかわり 極は入れかわらな

い。 

電流を強くしたり，

巻数を多くしたりす

ると，強くなる。 

鉄を引き付ける力 一定である。 

 

 

 

コイルモーター 

まとめ 

コイルモーターから，電磁石の性
質が活用されていることを見つけ
ることができた。 

・ 電流の向きを
逆にすると極が
入れかわる。 

→ 逆回転 
 
・ 電流を強くす
る。 

→ 速く回転 
 
・ コイルの巻数
を増やす。 

→ 速く回転 



第５学年 理科（プログラミング教育を含む）学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

４－２ 本時の実際（第四次 第２時） 
 ⑴ 日時・場所 平成 30 年○月○日 
 ⑵ 本時の目標 
  ◎ 電磁石の性質を使ってものづくりをしたり，その性質や働きを活用した物の工夫を見直した

りしようとすることができる。【関心・意欲・態度】 
 ⑶ 準備物 
   実験キット，掲示物（電磁石の性質と磁石の性質を比較した表，フットサルロボの図），ワーク

シート 
 ⑷ 本時の展開（45分授業） 

学習活動 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
◇指導上の支援・留意点 
【評価規準】（評価方法） 

１ 前時をふり返り，めあて
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
２ ものづくりを行うときの
注意点を知る。 

 ⑴ 協力して製作するこ
と。 
 ⑵ 安全に行うこと。 
 ⑶ 整理整頓をすること。 
 
 
３ フットサルロボを作る。 
 
 
 
 
 
 
４ 電磁石の性質が活用され
ていることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ まとめる。 
 
 
 
 
６ 本時の学習で，新たに気

○ 前回は電磁石の性質を活用して
いるコイルモーターを作りまし
た。今日は，モーターを使ったフ
ットサルロボをつくりましょう。 

  
 
 
 
○ ものづくりを行うときの注意点
を確かめましょう。 

・ 班で協力してつくろう。 
・ 必要がないときはスイッチを切
っておこう。 

・ 必要なものだけ，机に出して，
必要ないものは片付けておこう。 

 
○ フットサルロボを作りましょ
う。 

・ 200 回巻きのコイルを使って，タ
イヤのモーターを作るんだね。 

・ リモコンユニットを取り付け
て，左右に動くか確かめよう。 

 
○ 電磁石の性質が活用されている
ことを見つけましょう。 

・ 電流の向きを変えると，確かに
バックしたよ。 

・ 乾電池の数を増やすと，電流の
強さが強くなり，速く動いたよ。 

・ コイルの巻き数を変えたら，確
かに速く動いたね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 今日の学習をまとめましょう。 
・ フットサルロボからも，電磁石
の性質が活用されていることを見
つけることができた。 

 
○ 今日の学習を振り返りましょ

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 安全にものづくりがで
きるようにするため，製作
上の留意点を知らせる。 

◇ ものづくりの見通しや
意欲をもたせるため，実験
キットの完成図を見せる。 

 
  
◇ 一人で製作することが
困難な児童は，ペアで製
作させる。 

 
 
 
 
◇ フットサルロボのどの
部分に電磁石の性質が使
われているのかを確認す
るため，フットサルロボの
図を掲示する。 

◇ 電磁石の性質や働きを
活用した物の工夫の見直
しをさせるため，電流の向
きを変えたり，電流を大き
くしたりして，動きの変化
を確認させる。 

【関心・意欲・態度】 
電磁石の性質を使っても

のづくりをしたり，その性質
や働きを活用した物の工夫
を見直したりしようとする
ことができる。（ワークシー
ト） 
 
 

フットサルロボからも，電磁石の性質が活用されていることを見つけよう。 



付いたこと，分かったこ
と，感じたことを，ワーク
シートに書く。 

う。 
・ モーターが動くおもちゃにも使
われていることが分かりました。 

 
 
⑸ 本時の評価 
 本時の評価 具体的な児童の姿（例） 
A 十分満足できる状況 ○ Ｂに加えて，動きを説明す

ることができている。 
○ Ｂに加え，ワークシートの
表に動きを説明することがで
きている。 

B 概ね満足できる状況 ○ 電磁石の性質を活用したも
のづくりをしたり，その性質
や働きを活用した物の工夫を
見直したりしようとしてい
る。 

○ 作成したフットサルロボか
ら，電磁石の性質を確かめる
ことができている。 

C 努力を要する状況の児童へ
の手立て 

○ ペアや班で協力して，ものづくりさせる。 
○ 個別指導を行う。 

 
 ⑹ 本時の板書計画 
○/○ 電流が生み出す力 
 
   めあて 

フットサルロボからも，電磁石の性質が活用されていることを見つけよう。  
 
   ふり返ろう 

電磁石  磁石 

電流が流れていると

きだけ，鉄を引き付

ける力がある。 

鉄を引き付けるとき 常に，鉄を引き付け

る力がある。 

N 極と S 極がある。 N 極と S 極 N 極と S 極がある。 

電流の向きを逆にす

ると，極が入れかわ

る。 

極の入れかわり 極は入れかわらな

い。 

電流を強くしたり，

巻数を多くしたりす

ると，強くなる。 

鉄を引き付ける力 一定である。 

 

 
 

フットサルロボ 

説明書を拡大した

図を掲示します。 

まとめ 

フットサルロボからも，電磁石の性質
が活用されていることを見つけることが
できた 

・ 電流の向きを逆に
すると極が入れかわ
る。 

→ バックした 
 
・ 電流を強くする。 
→ 速く動く 
 
・ コイルの巻数を増
やす。 

→ 速く動く 


